




 

Ⅰ.目的 

 四肢奇形は従来その外表からの形態や X 線写真によって診断,分類されてき

たが,皮膚紋理の検査によって従来と全く違った見地からその特徴をとらえる

ことができ,診断や分類に当たっての参考に資することが出来る。われわれはで

きるだけ多数の四肢奇形の指紋掌紋の検索を行いつつあり,これによって従来

の分類法の外に,発生学を加味した分類ができるのではないかと考え,検討中で

ある。 


